
①学生・学修・教育支援の内容

②担当業務の内容

③大学についての知識

④学生への対応

⑤担当業務への取り組み方

⑥人間関係の構築

・教育内容の把握
・学生・学修・教育支援の内容の設計と実
施
・学生・学修・教育支援活動のプログラム
改善
・学生・学生支援の現状理解

・課題の設定と問題解決
・情報収集・整理・分析・発信
・業務に関する知識
・様々な経験とその活用

・高等教育・社会・教育に関する知識
・所属大学についての理解

・学生対応への基本的姿勢・態度
・留学生への対応
・困難を抱えた学生への対応

・担当業務の遂行
・チームワーク

・人的ネットワーク
・教員との連携・協働

学生の支援ニーズを調査し、学習者のニーズに
あわせた学修支援を開発し、効果的に実施す
ることができる。様々な教育領域の教育上の
最新の改善課題、論点、教育方法を把握し、個
別の授業ニーズにあわせた教育支援に活用す
ることができる。そして、学修支援・教育支援の
結果を検証し、評価、改善することができる。

所属箇所における課題を発見し、改善する
ことを目的に、課題設定、データ収集・分
析、対応策の立案、実施を自律的に実現す
ることができる。担当業務に関連する新た
な取り組みを企画立案し、周囲の協力を得
て、実行することができる。

高等教育の現状について批判的に分析・
検討し、所属大学における教育のあり方に
ついて具体的な改善案を策定し、実践の場
で提案することができる。

学生の対応に関わる学内外の利用可能な
資源の現状について批判的に分析・検討
を行い、より効果的な支援の体制・あり方
を、実現可能性を含めて、企画・設計し、構
築するなど、学生の対応について指導的役
割を果たすことができる。

学内外の組織横断的な、あるいは困難な
担当業務について先を見通した計画を立
て、主導的に実行することができる。さら
に、協働して業務を行うことの強みを活か
して、高い成果を生み出すことができる。

勉強会・シンポジウム等の参加や情報交換
の機会を利用し、学内外に幅広い人的ネッ
トワークを形成している。また、学内外の
人的ネットワークを活用し、様々な情報を
収集し、所属大学の業務改善・開発に生か
すことができる。

個々の学生に応じた支援内容・方法を選定
し、必要な支援を設計、提案することがで
きる。また、所属大学全体の教育課程の概
要を理解した上で、学内外の先進的な取り
組み事例を参考に、個別の授業に対して教
育支援を具体的に提案することができる。

学内外の先進的な取り組み事例を参考に
し、自分の担当業務に応用することができ
る。また、自分の業務に関連する情報、デー
タを収集し、整理、分析した上で、業務上の
課題について解決策や改善策を提案する
ことができる。

高等教育を取り巻く社会・経済情勢や政
策動向などから、所属大学の教育の現状
について批判的に分析・検討し、組織上の
構造的な問題を特定し、解決策や改善策
を提示することができる。

学生への対応に関して、国内外の様々な事
例を参照・理解し、それらの事例を批判的
に検討したうえで、個別の事例に適用して
実践に利用することができる。問題解決の
ために、学内外の利用可能な資源を活用
し、効果的に対応することができる。

担当業務を遂行するにあたり、率先して取
り組むとともに、協働する他者の強みや弱
みなどの特性を理解し、業務への自他のモ
チベーションを高めるなど、チームを活性
化し、業務の効率と効果を高めることがで
きる。

学内に人的ネットワークを形成し、必要に
応じて、関係する教員や他箇所の職員等と
連携を図り、調整しながら職務をやり遂げ
ることができる。また、どのような関係者
と協働すれば効果的に業務が遂行できる
か把握している。

学修支援に必要な教育領域における最新
の改善課題、論点、教育方法を説明するこ
とができる。また、学生の多様性を理解し、
個々人の学習上の課題を踏まえた支援を
説明することができる。

学内外の最新動向・情報を収集し、担当業
務との関連性を説明することができる。ま
た、自分の業務について予算的裏付けや会
計上の位置づけを説明することができる。
これまでの業務内外の経験を現在の担当
業務に活かしており、その関連性を説明す
ることができる。

大学で教育研究されている学問領域全体
の体系性や内容、構造についての理解に基
づき、所属大学の教育の特徴や個々の施
策・規則の意義や課題について説明するこ
とができる。

アドバイジングやカウンセリング、コーチ
ングに関する技術を応用し、留学生を含む
多様な学生への効果的なコミュニケーショ
ンのあり方について説明することができ
る。また、所属大学における保護者との関
わり方や医療機関等の学内外の利用可能
な資源の現状について説明することがで

担当業務の意義や大学全体から見た役割
を理解しており、職務に対して意欲的に取
り組むことができる。チームで業務を進め
るにあたり、自分の考えを伝えつつ、他者
との合意形成を図り、協調的に業務を推
進することができる。

大学教員の仕事や役割についての理解に
基づき、業務で関わる教員の特性を把握
し、他箇所の職員等との連携を含めて、協
働する体制を構築するための働き掛けを
行うことができる。

教育支援や学修支援の担当者に必要な法
令遵守の意識、倫理観を身に付けている。
また、学修支援に必要な教育課程の基本
的枠組みと個々の授業が扱っている教育
内容の概要を理解している。 

領　域 項　目
（各領域で含む要素を具体的に示したもの）

大学における担当業務を行うために必要
な知識を有している。また、学生や教育に
関する情報の収集、整理、保管に関する法
令や規則、倫理を理解している。 

国内外の大学に関する歴史や制度、法規、
政策、取り巻く環境などについて基本的な
理解を示すとともに、その中で所属大学の
理念や特色、位置づけを把握している。ま
た、カリキュラム論や発達理論などの教育
や学生に関わる一般的な知識を有してい
る。 

現代の学生・若者をめぐる状況や課題を理解し、
キャリアやハラスメントなど、学生が入学してから
卒業するまでにどのような困難や課題を抱える
かについて理解している。また、問題行動を起こ
した学生への対応について把握している。発達障
害やメンタルヘルスなどに関する困難を抱えた学
生の対応や支援についての知識を有している。 

所属大学の方針や業務の流れを把握し、
正確に業務を行うため、自分で調べたり、
必要に応じて関係者に確認することの重
要性を理解している。また業務で困難が生
じた場合は、周りに助けを求めることがで
きるなど、チームワークを意識して業務を
遂行することができる。 

担当業務以外の業務や学内の取り組みに
ついて関心を持ち、所属大学内の他箇所
の職員と関わる機会に積極的に参加する
など、開かれた態度や行動を示す。 

S
（知識やスキルを発展させ、指導することができる）

A
（知識やスキルを実践の場の問題解決に応用できる）

B
（身に付けた知識を説明できる）

C
（知識として身に付けている）

教育・学修支援の専門性に必要な能力ルーブリック(第1版）
「教育・学修支援の専門性に必要な能力項目」の7つの領域のうち、ALPSプログラムが育成をめざす6つの領域について、その能力の内容を具体的に記述したものが「教
育・学修支援の専門性に必要な能力ルーブリック（第1版）」です。6つの領域について、「C：知識として身に付けている」から、「B：身に付けた知識を説明できる」「A：知識や
スキルを実践の場の問題解決に応用できる」「S：知識やスキルを発展させ指導することができる」として4段階に体系的・段階的に示しました。


